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概要 

本稿では帝京大学におけるラーニングアナリティクス(LA)基盤構築を目的とした研究チームの 2 年度目の活動

を報告する．初年度に引き続き，LA 分野の動向調査，LA 基盤のための技術の調査と動作検証，LA を進めるた

めの制度面の検討を行った．技術面では，本学の LMS である Blackboard Learn のログデータの LRS への蓄積

が可能となった．また，ビデオ配信サーバ Mediasite のビデオ視聴ログの技術標準への対応について，開発業者

のメディアサイト社と技術的な検討および協力を開始した．制度面では，本学における研究利用までを見込んだ

教育・学習データの利用場面を想定した検討を行った． 

 

1. はじめに 
近年，ラーニングアナリティクス(LA)[1,2]が注

目を集めており，さまざまな大学において LA を

導入した教育学習支援の取組が進められている 
[3〜5]．このような背景から，本学においても，組

織的に教育学習データを活用した教育研究を

進められる体制を整える必要がある． 

そこで，2021 年度から帝京大学において全キ

ャンパスからのメンバーで TLAC (Teikyo Learning 
Analytics Community)と称する研究チームを構成

し，LA に関する研究を進めている．本研究の目

的は，本学において全学で学習ログデータを活

用した LA を進めるための技術的・制度的な基盤

を構築することである． 
2021 年度の活動において，LA 分野の動向調

査，LA基盤のための技術の調査と動作検証，LA
を進めるための制度面の検討を行った．これらの

検討を基に，LA のための情報基盤として，教育

学習支援システムのデータを収集・蓄積し，ユー

ザの同意の有無やデータの仮名化・匿名化など

の提供条件やデータの用途に応じてダッシュボ

ードや分析ツールにデータを提供する情報シス

テムのモデルを提案した[6〜8]．本年度は，提案

したモデルを想定して，技術的な動作検証と制度

についての検討を行った． 
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2. TLAC セミナー 
LA 分野の動向調査を目的とする TLAC セミ

ナーを，2021 年度に引き続いて 2022 年度も 1
回開催した．国内の著名な研究者を招聘して，

LA に関する最新の研究や実践事例などについ

ての講演を依頼した．セミナーにあたっては事前

に学内に周知し，TLACのメンバーのほか，学内

の教職員で聴講を希望する者も参加が可能で

あった．以下に今年度のセミナーの概要を示す． 
 
第 11 回「オープンエデュケーションと LA

の利用」  
 2022 年 12 月 20 日 18 時 30 分～20 時

10 分 
 北海道大学情報基盤センター 重田勝介

准教授 
 北海道大学オープンエデュケーションセ

ンターのオープン教材開発部門で行わ

れている教職員とのハイブリッド型学習の

共同開発，その実施の支援および先進

的なハイブリッド型学習の研究開発，なら

びに教育 DX の取り組みについての紹介

がなされた．MOOC を対象としてアンケ

ートデータや学習行動ログなどから継続

的な生涯学習の要因を検討した研究や，

LMS における学生の行動を可視化して

分析するツールを導入して一般教員の

LA 利用の促進の解説があった．さらに，

LA の課題のひとつとして，個人情報とし

ての教育データの取り扱いに関する議論

が提起された． 
 

3. 技術的な検討と検証 
3.1 LMS ログデータの LRS への蓄積 
本学で導入している LMS の SaaS 版

Blackboard Learn R9 (以下，Bb と表記 )は，

Caliper[9] の技術標準を策定している 1EdTech 
Consortium (旧 IMS GLC)から Caliper の適合製

品として認証を受けている．しかしながら， 
                                                                                                                                                                                   
1 MongoDB で実験的に採用されていた REST API は，バ

Caliper に対応した OpenLRW[10]にて LRS を学

内に構築し，Bb の Caliper 形式のログデータを蓄

積する検証を行い，OpenLRWでは，Bbが送信す

る Caliper データをうまく処理できずエラーで格納

できないことが 2021 年度の検証で判明していた．

そのため，Bb が Caliper の適合製品であることも

踏まえて，インターネットに公開したエンドポイント

の WebAPI を 経由して ，データベースの

MongoDB に直接蓄積する仕組みを構築した 1． 
 

3.2 ビデオ視聴ログデータの LRS への蓄積 
オンライン授業の実施をきっかけに授業などで

動画の活用する場面は以前に比べ増えており，

ビデオの視聴ログについても分析に利用できるこ

とが望ましい．ビデオの視聴ログは，xAPI[11]の

Video Profile や Caliper の Media Profile にて仕

様が標準化されている．しかし，動画配信サーバ

製品やサービスでの対応はほとんど進んでいな

い．本学で導入している動画配信サーバの

Mediasite でも xAPI や Caliper には対応していな

いため，ビデオ視聴ログの LRS への蓄積につい

て開発業者のメディアサイト社と技術的な検討お

よび協力を開始した． 
 

3.3 学習ログデータの可視化 
xAPI の LRS には，OSS の Learning Locker[12]

で構築して検証を行った．Learning Lockerにはダ

ッシュボード機能が備わっており，蓄積した学習ロ

グデータを表やグラフとして，可視化することが可

能である．例えば，1 週間で受信した statement の
数や verb の内訳などの基本的な統計情報は，ダ

ッシュボードのテンプレートとして用意されている．

また，自分でデータベースへのクエリを定義し，可

視化に利用するグラフやチャートを設定すること

で，複雑な分析やその可視化も可能である．デー

タベースに蓄積した Caliper の学習ログデータ，

Bb のデータベース上のデータについては，BI ツ

ールを使った分析・可視化を検証した． 
また，Bb から LEAF システム[13]のデジタル教

ージョン 3.6 にて廃止された． 



材配信システム「BookRoll」とデータ分析ツール

「ログパレ」の利用検証を，LEAF システム・

BookRoll の導入業者である内田洋行社と連携

して行った．検証の際のシステム構成を図 1 に

示す．LEAF システムとは，学習ログの収集と分

析を行う基盤システムであり，従来 LEAF システ

ムの Moodle から BookRoll およびログパレを利

用する．今回の検証では Moodle からではなく，

Bb から LTI ツールとして BookRoll を利用し，同

様にログパレで学習ログの分析・可視化を検証

した．内田洋行社とともに行った本検証について

は，エビデンス駆動型教育研究協議会の第 3 回

SIG 研究会にて報告した[14]． 
 

4. 制度に関する検討 
2021 年度において，本学における教育・学習

データの利用場面を想定し，大学 ICT 推進協議

会が策定した「教育・学習データ利活用ポリシー

のひな型[15]」を基に，制度案を示す基本文書の

原案を作成した．この原案では，学生が自身のデ

ータ利用に対して利用場面ごとに同意または拒

否することを可能としていたが，利用場面が多く

手続きが煩雑になり，学生にとっても理解が難し

いと考えられるため，制度案を示す基本文書の修

正に着手した． 
表 1 に，教育学習データの利用場面を示す．

修正した制度案では，大学業務，教育，研究の 3
点の利用目的を提示し，データ利用に対する同

意を全学生から入学時に一括して取得する．同

意の取り下げを希望する学生は，入学後に窓口

に申請する．なお，研究に関する利用については，

各学部や学会の研究倫理規定に従って，研究課

題ごとに研究者自身が学生の同意を取得し，同

意の取り下げを受け付けることを想定する． 

 
表 1 教育学習データの利用場面 

利用目的 利用者 
同意書に示す 

利用目的 

大学運営 IR・意思決定関連部署の教職員 
大学業務に関する

利用 
教育改善 科目担当の教職員 

教育支援 ダッシュボード等の管理者（エンドユーザは教員） 

学習支援 ダッシュボード等の管理者（エンドユーザは学生） 
教育に関する利用 

教育改善 科目担当以外の教職員 

研究 学内の研究者 
研究に関する利用 

研究 外部機関の研究者 

 

 
図 1 Blackboard Learn と BookRoll・ログパレの検証におけるシステム構成 



5. おわりに 
本学において全学で学習ログデータを活用し

た LA を進めるための情報基盤を構築することを

目的として，技術的課題と制度的課題について

検討した．今後，引き続き検討を進めて，本学の

いくつかの教育学習支援システムと接続した試

験的な LRS サーバを構築するとともに，具体的

に運用可能なレベルの制度を設計したい． 
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